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はじめに 

 

北上市議会では、令和２年３月の市議会議員選挙が無投票であったことなどを考慮し、

令和２年度～令和５年度にかけて議員のなり手不足について調査研究してきました。 

最終的に、令和５年の北上市議会フォーラムにおいて、「なり手不足対策について検

討する。」という北上市議会としての結論を出しました。 

その後、なり手不足解消の一歩として、現職議員に対し、議員の魅力ややりがいが何

かをアンケート調査し、その結果をまとめましたので報告します。 

 

 

１ 調査期間 

  令和５年11月30日～令和５年12月18日 

 

２ 回答数 

  23人/26人中 

 

３ 回答方法 

 ・無記名 

 ・ロゴフォームによるオンライン回答 
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４ 回答結果 

(1) 議員に立候補したきっかけ（全体傾向） 

① 地域、所属団体、前任者からの推薦や要請 

② 市の発展、諸問題の解決のため 

 

(2) 市民から依頼されたこと（全体傾向） 

① 道路など環境インフラに関すること  

② 各種産業の支援に関すること  

③ まちづくりに関すること  

④ 子育て環境などの施策に関すること 

⑤ 生活相談 

 

(3) 市民に感謝されたこと（全体傾向） 

①  地域における政策課題に取り上げたり、取り組んだこと 

②  市民から依頼されたことが解決した、見通しが立ったとき 

③  各種課題が解決したとき 

 

 

(4) 議員として取り組んだ結果、嬉しかったこと（全体傾向） 

①  市民の声を実現できた、課題が解決した 

②  感謝の言葉を頂いた 

 

(5) 議員として達成感を感じたこと（全体傾向） 

①  取り上げた課題が解決、実施されたとき 

②  なし、実感なし 

 

(6) 議員として主体的に取り組んでいること（全体傾向） 

① 自分か関心・課題感を持っている具体的な施策について取り組むこと 

② 市民の意見を聞くこと 

③ 市民目線で取り組むこと 
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(7) 議員活動を続ける理由及び原動力 

●推薦団体やご支援をいただく方々からの期待、日常的にいただく多くの相談、市政をもっ

とよくしていきたいという思い。 

●議員だから。感謝または関心を持たれるとやる気は出ます。 

●毎日楽しい日々を過ごしております。 

●北上市の更なる発展と市民の暮らしやすさ 

●住民福祉の向上 

●住民が主人公の政治を実現したいという願い。 

●個人の問題、地域の課題を抱えていている方が多くいる。その問題解決の社会資源があっ

ても知らない方、使えない方々がいる。その問題を解決のため、行政に結びつける事や、他

の社会資源に結びつける事で、問題解決の糸口になる事がある。 

そんな困っている方の力に少しでもなれる事が続ける理由。 

周囲の温かい方々との繋がり、励ましてくれる方々の存在が続ける原動力になっている。 

●良くても悪くても市民に評価される事 

●市民の要望に対して、自分がどれだけ応えられるか、そして必要とされているか？そのた

めに行動するのみ！ 

●誰にでも誇れる北上づくり、自然豊かなふる里づくり 

●当選回数を重ねるたびに、支援者からのご指導と励ましが多くなり、存在感を実感してい

ます。また、市当局の行政運営は結論ありきと思われる事案が多く、説明もごまかしと矛盾

を強く感じます。 

特定の民間企業に対する便宜供与と思われる事案もあります。 

日本国憲法と関係法令に基づく行政運営になるために、これからも精進する覚悟です。 

●市民あっての自分なので、北上市政に課題や問題点が有れば、代表してつなげる事ができ

る充実感があり、また頑張る活力にしている。会社員だった自分がそれを捨てて、政治の道

に進めたのは応援していただいている支援者がいるおかげですので、応援の声がある限りは

結果が出るように頑張って参ります！ 

●応援?して支えてくれている後援会と地域の方々が原動力 

本来は飽きっぽい性格だか続けているのは、 

やりがいが議員活動に魅力を感じるから。 

議員としても人としても 
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もっとブラッシュアップしていきたい。" 

●・政策決定の場に弱者・労働者・女性の立場で発言・提言する人が必ず必要であると確信

している事 

・議会が何より民主主義の議論の場であるため，市政を通じて社会を変えて行きたいという

強い願いがあるから 

●課題に挑み続けられる。 

●・当事者意識を持って自分の世代の声を届けられるのは自分しかいないから 

・市政や市民の皆さんのために頑張りたいという気持ちをまだ持っているから 

・議会改革、政策提言、なり手不足解消、働き方改善、情報発信など、まだまだやれること

はたくさんあると考えているから 

・今のところは家族が応援してくれているから" 

●選ばれたから、いろいろな思いや責任感から 

●北上市を愛してるから 

●後継者がいないから 

●議員の提言や活動で、市政はもっと良くなる。 

●立候補しようと手を挙げた時から、ご理解とご協力をいただいている皆様がいるから頑張

れます。また、家族の理解なしには到底成しえない議員活動であります。原動力は、日々支

えていただいている皆様の声です。 

 
図 ＡＩ分析による傾向 

出典：ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析(https://textmining.userlocal.jp/) 
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（巻末資料） 

各質問項目による全個別回答 

１ 議員に立候補したきっかけ 

推薦いただく組織の先輩議員が県議会議員に転身し、その後継を担うため。 

地元議員からの声かけ、当時学校問題で市政に疑問を持ったため。 

住みやすい北上、住みたい北上を作るために 

地域の活性化と北上市の更なる発展のため。 

住みやすい、住み続けられる市にしたいから 

地元の地域を盛り上げたいので…。 

要請があった 

周囲からの推薦 

少しでも、市民のお役に立つ事あればと決断しました。 

1、定数削減と報酬アップに取り組みたい 

2、住民の話を聞いて悩み事や、要望を行政運営に反映させたいから。 

3、自分でも人のために何かできるのではないかと考え、他人から言われるのでなく自分から表明した。(家族

は反対) 

先輩議員の押しに負けました。 

先輩議員が県議選に挑戦、モノづくりの現場からの議員を無くしてはならないとの思いから。 

三市町村合併の時に、所属政党（現在は無所属）の自治体議員の拡大方針に応じた。 

当時、前任の議員が引退することから、党の支援団体から推薦を受け、立候補の表明に至った。 

小さな政治団体を立ち上げ、まちづくりの活動やボランティア活動を続ける中、会から立候補の要請があった。 

自分の意見がまちづくりに反映されたことに感動し、自ら、みんなの意見を送り届ける活動をしたいと思った。 

平和，平等，民主的な活動をしている団体から依頼をされた 

地域より推された。 

子どもが生まれたことがきっかけで、社会活動に取り組むようになり、その中で、さらに社会を良くするため

に自分にできることはないか、模索するようになりました。 

調べていく中で、地方議員が現在なり手不足であることや、若い世代や女性の参加が少ないことで、多様性が

欠如している状況を知り、自分がチャレンジすることでより良い変化を起こせるのではないかと思い、立候補

を考え始めました。 

会派で開催している勉強会に参加したことと、家族も後押しをしてくれたことが最終的な決め手となって、立

候補しました。 
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地域に議員が必要であり、自治会等から推薦されたのがきっかけ。 

地域の事はは、地域で解決する。 

しかし、地域で解決できない事や地域計画を発展させるため、市当局とのパイプ役として地域推薦を受けた。 

北上市の様々 な課題解決の為 

地域からの擁立 

地域の人に勧められて 

前職の議員が勇退されてから、期間が経過しており、本当にゼロからの選挙運動でした。JC理事長として様々

な経験を学んだ中で、「まちづくり」への考え方をより具体的に地元に落とし込み、地元の活力を生み出そうと

立候補しました。家族にはあまり相談していません。すべて自分の責任で手を上げましたが、結果、家族親類

巻き込んでおります。 
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２ 市民から依頼されたこと 

学童保育所の施設整備や雇用環境の改善、包括施設管理委託業者の対応の改善、地域づくり組織への支援の拡

充、不登校ひきこもり支援の拡充、まちの案内表示の整備、学校の管理教育の見直し、畜産農家への減収補填 

学校問題、市道の簡易修繕、消防団の現状等、いろいろ。 

107号線の横川目地区の冬場の除雪のため水出しの準備を早めにして欲しい。 

交差点付近の除雪をしっかりやって欲しい。 

除雪の時間を考えて欲しい。 

カラスの糞で困っています。 

1、農林業の活性化と地域振興 

2、市立武道館の建設 

3、買い物弱者対策 

4、バス路線の確保 

生活相談 

地域のインフラ(道路)整備の要望が多い事 

スポーツ施設の整備 

道路改修等 

道路整備に関する事、生活に関する事、住居に関する事、引きこもりについて、産前産後ケアについて、飼い

主のいない猫について、空き家対策、農業問題、街路灯、街路樹、病気やコロナに関すること、健康診断につ

いてなどなど。 

1、住民が不便を感じている問題に取り組んだ事。（地区、個人、団体) 

2、行政の取り組み状況や政策の報告会。（補助金などの制度や仕組み) 

農家(畜産含む)、経営支援等についての要望他 

地域の道路整備、公共下水道の促進、学童保育所の移転、除雪対策、催事場の設置、雇用の場の創出 

「依頼」?「市民相談」で対応している。 

議員としては、行政運営に対する「問題提起」と受け止め、調査研究の上、一般質問や委員会等で提起して議

論している。これまでは第三セクター問題、駅前ビル管理運営及び本通り再開発事業と市営駐車場問題、北上

市清掃事業所火災問題。健康管理センター（ほっこ）新築場所問題、統合北上中学校建築設計問題、現在は固

定資産税（家屋）「誤賦課問題」で対応し・議論しています。 

様々 な相談を受けている。例えば、道路環境において、横断歩道の白線の引き直しやカーブミラーの設置他。

公園や市の所有地に係る樹木の伐採。生活保護や、困窮世帯への支援、火災による、住むための家の相談、他

沢山。 



7 

 

依頼内容は多岐にわたるが、道路舗装やゴミ問題など 

生活に密着したことが多い。 

・常に民主的な考えで，市民にとって一番良いものを選び取ってほいい 

・まちの発展よりも，いま住んでいる市民が幸せになれる施策を重視してほしい 

・困り事のないまちにして欲しい 

・子どもが大切にされるまちを作って欲しい 

道路等環境改善。 

個人の資産等。 

・学生服のリユース活動を北上市でも周知したいので、担当課とつないで欲しい 

・幸せに子育てができる環境を作って欲しい 

・男性の育休や子育てについて、市の状況も含めて講話して欲しい 

地域の環境整備、過疎化問題等 

水路工事、道路工事、各まつりの改善、消防団報酬、ホテルコロナ対策 

地域の為に頑張ってほしい 

道路舗装、保育園入園、地域公共交通など 

当選間もないころは、声もかけていただけないこともありましたが、議会だよりや報告会の開催等で、皆様か

ら話を聞くたびに、依頼されることも増えて来ました。依頼されることは、はじめは、地元の市道整備が多か

ったように思います。今は、市政に関することが多いです。 
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３ 市民に感謝されたこと 

議会で取り上げたり、具体的な改善・前進が図られたことについては、関係するみなさんから、感謝の言葉を

いただいています。 

結果が無くても、地域の細かい問題を担当課に伝えて、担当課とやり取りができた。 

（住民が直接やり取りしたくても、相手にしてくれない） 

通学路の件、教育費の支援、介護士賃金の支援その他等 

1、市議会一般質問で農林業の振興を取り上げた件 

議会で取り上げたことが実現したこと。まだ実現出来ていないが、議会で取り上げた内容について。 

依頼されたことが実現したとき 

問題が解決した。 

知りたい情報がわかった。 

相談先がわかった。 

話を聞いてもらい、解決方法を一緒に考えてもらった。 

1、住民の要望に話を聞き、取り組んだ事。 

上記の支援が行われた時。 

学童保育所の移転、道路整備、雇用の場の創出 

折に触れて激励を頂いております。 

市民相談において、その方の悩みが解決できた時に感謝された。（横断歩道白線の引き直しやカーブミラー設置、

ガードレールの設置ほか） 

話をよく聞いて、 

実行してくれる。 

飲む席には必ずいてくれ 

みんなの話を聞いてくれる。 

要望が実現した。など 

・常に生活弱者の目線で発言や提言をしている事 

・労働者側の立場で施策を質している事 

・ゴミの有料化に反対していること 

・ひきこもりの会の要望書提出に協力した事 

環境改善が出来た時。 

・子育て世代の議員がいることで、市政について、その分野の意見を言いやすくなった 

・若い世代も議員にチャレンジして良いという気持ちになれた 

・議員不在の地区だったため、出てくれて安心できた 
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環境整備に取り組んだ事等 

市民が直接、市当局へ行って陳情しても話を聞いてもらえなかった。 

しかし、同行すると市当局の対応が良かった事。 

依頼されたことを北上市事業に入れたこと 

地域課題に取り組み、解決または一定の見通しが立った時 

あまり無い 

感謝されたことはありません。やって当たり前の仕事。常に出来るのか、出来ないのか、市民の皆さんから頂

いた声を、一度自分の中でかみ砕き、当局へ確認しながら答えが出せるよう日々 努めております。 
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４ 議員として取り組んだ結果、嬉しかったこと 

中学・高校時代の恩師から、「自慢の教え子だ」と評価いただいていること。 

特になし 

強いてあげるなら、市民に感謝されたとき 

質問して達成した時が嬉しかったです。 

1、市立武道館の建設が決まった件 

「議会だより、あなたのところは、必ず顔と中身を見ています。」と言われたこと。 

市民からの要望を聞き取り、当局との交渉の結果実現したこと。 

問題として捉えての提案が取り上げられて、市民の問題解決に向かった。 

色々 な相談を受け、それぞれ困っている方の問題が解決できたこと。 

今まで生活する中知らなかった多くの事を知り得た。それぞれの根拠も知り得たこと。 

一生懸命取り組んでいる事をわかってくれる方々 がいると実感した事。 

1、住民の要望を行政に伝え、取り組んで改善していただいた事。(当局が理解を示してくれた事) 

市民の要望に対して行政に提案し、結果実現できたこと。 

ごみ袋の有料化を実現し、ごみの減量化を進んだ事 

微力ながら一所懸命に取り組んだ事に対して、労いとさらなる励ましを受けたとき。 

議員になって、北上市の防災減災への取り組みが、一般質問によって少なからず進んだこと。地域の要望に

少しでも取り組む事が出来た事。 

提言が事業化されたり実現化時、議員としての醍醐味を感じる。 

選挙のたびに、票数がアップしていること。 

年数はかかったがようやく地元議員と認めてもらえつつあること。 

・男女平等を推進するために，北上市男女共同参画推進の条例化に取り組み実際に条例が制定された事 

・人権を重視する先進地になって欲しいとの願いから，多様性社会構築・パートナーシップ宣誓制度が重視

され，導入された事 

長年の思いに見通しが出来た時。 

・高校で、職業について講話した際に、議員問いう職業についてかなり前向きな意見ももらえたこと 

当局に提案した事が理解して頂き実現出来たとき 

市民と一緒に陳情などで市当局へ行けば、当局の対応がよく、結果の良し悪しは別として、市民は鬱憤を晴

らしたのか満足してもらえる。 

こういう事が多かった。 

市民からの声を届け実現できたこと 
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自分が動いた事で、課題が解決した事 

危険箇所対応し感謝された 

当選間もないころ、知名度もあまり無く、ほぼ無名の私に、初めて市民から声をかけていただいた時のこと

は決して忘れません。とてもうれしく、今でも思い出すと涙が溢れてきます。「議員は市民の皆様の声に鍛

えられ、支えられている」当たり前かもしれませんが、この思いを忘れず、日々 取り組んでおります。 
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５ 議員として達成感を感じたこと 

何度、一般質問で取り上げても、当局の答弁が前進しなかったことが、決算審査において、付帯意見として

付されたこと。 

なし 

自分が取り上げた事が実現できた時。 

1、地域の行事に参加して住民と交流した時 

一度もありません。 

解決策が見出せた。 

1、自分の思いが相手に理解され通じた時。 

2、要望に対して行政が取り組んでくれた事。 

市民からの要望に応えられた時。 

お孫さんの保育園入園について相談を受け、一緒に窓口に行って話を聞いてもらい、三人揃って同じ園に入

園できた時 

臨時議会を除いて通常会議は３ヶ月毎（年に４回）に開催されています。本会議前の一ヶ月は準備のための

調査・研究。本会議では調査研究を?基に一般質問等を行う。本会議終了後は報告会（例会２箇所）と議会活

動報告（後援会会報、10月現在104号）を手配り（約３週間要する）して終えたとき。 

やはり、一般質問において取り上げた課題が解決して、前に進んだこと。相談を受けた人に良い報告が出来

た時。 

市民から感謝の言葉や労いを頂いたとき。 

一般質問などでの 

提言が事業化されたり 

実現化したこと。 

・自身の発言や提言が取り入れられ，事業や施作に反映された時 

・市民や対象者から感謝された時 

何時でも道なかば。 

まだ在籍が短くて感じられていません 

q4の項目で報告した件、達成感を感じた 

4に同じ 

地域課題を解決した際 

一般質問で、当局から良い回答を得た時 

正直、まだ感じておりません。 
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６ 議員として主体的に取り組んでいること 

市民の立場での政策判断を行うこと。予算案に対して、不合理だと思うことはスルーせず、市民にも明らかに

なるように、質疑を行うこと。 

市民目線、特に周辺地区の課題 

議会意識改革？ 

傾聴と行動 

1、地域の活性化 

傾聴 

市民からの要求を聞き取ること。 

引きこもり支援策・子育て支援や介護支援など福祉関連施策 

1、議会改革 

2、市民の声を行政に伝える事 

農畜産業の維持。 

災害の無い安心・安全な地域づくり、自然の良さを残すまちづくり 

公正・公平な税金の徴収と使い方のチェック。そして議員及び議会活動の報告。第三セクターのあり方と問題

点。北上市行政の政策に対するチェックと提言。最近では北上市固定資産税（家屋）の課税誤りを指摘（平成

31年から）し、令和３年度から令和５年度迄で当該納税者に10億円を?越える還付に取り組んだ。 

とにかく市民の相談は断らないこと。現場になるべく通い目で見て確かめること。北上市に有益な情報を集め

ること。 

フットワーク軽く呼ばれたら行き要望や話をよく聞き必ずフィードバックする。飲み会を大切にしている。 

一人でも多くの市民に会い、話を聞く。 

長いものに巻かれるごますり議員にならないように自分で決断して説明責任を果たす。 

・人権・平和・平等の社会を作るために制度や仕組みをチェックし，誰もが生きやすい市政を目指している 

・男女平等を重視し，不利益が生じないように意識や制度を変えていく事 

・市民・地域の行政への不満や不信を解消して，本当の意味での協働のまちづくりを目指す事 

地域課題。 

・情報発信 

・多様な方々 の集まる場所に訪問する 

一般質問をする事、地域住民と良く懇談する事 
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一般的には、予算・決算の審査及び採決ですが、北上市がこれからも発展するためのお手伝いができればと思

います。 

人口減少が騒がれている昨今、北上市を持続可能な市とする為、更なる企業誘致により岩手県内外からの人口

流入を目指すべき。 

北上へ行けば、仕事がある。このような北上市とする事で、第3次産業の発展も盛んになるように、力を注ぎた

い。 

市民の声を聞いたらすぐに行動 

自分の住んでいる地域以外の課題にも取り組んでいる、地域課題を聞いて、他地域でも同様の課題は無いか調

べたりしている。その際、会派内に他地域の議員が居ると、情報を得やすい。 

地域の活性化、子ども達が元気に成長できる環境整備、北上市の観光。 

議員間討議や当局と建設的な議論が出来るよう、常に勉強。 

 

 

７ 議員活動を続ける理由及び原動力 

 →Ｐ２～Ｐ５に掲載 
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８ その他（自由意見） 

報酬定数とか議会改革とか市民に対して立派なことを発信するのも大事だが、足元にある基本的な大事なもの

が見えていないような気がする。自分も含めてまだまだ時代とあっていないと感じる。 

「お任せ民主主義」という言葉があります。選挙が終われば議会と議員の活動に関心を持たなくなるといわれ、

居住地域の議員は知っているが、他の議員の名前も顔も知らない市民が多いとも言われています。 

北上市当局から提案された事について、議会がどの様に議論をし、結論に対する「賛成・反対」の理由を、選

挙の際に投票した議員に聞いてみることにより、「市民にとって良い議員」を?育てることになると思います。 

 議員の魅力として、自分次第で物事を作り上げる事が出来る、開拓精神がそこにあることを感じます。勉強

をした分、物事を見聞きした分、経験値を上げる事が出来た分だけ、自身が前に進むことが出来る仕事と感じ

ました。会社員の自分では成り得なかった自身が、この北上市議会にはあると思います。議員になるか悩んで

いるならまず扉を叩いて下さい。新たな自分を見つける事が出来ると思います。 

特になし 

無投票を望んでいる 

候補者も一定数いると聞いているが 

無投票は市民から選択肢を奪い 

議員の自覚や資質向上の 

弊害となる。 

立候補するには多くのハードルがあるが、志や本気度が高ければ、クリアできるはずだ。 

新生北上市が誕生してからもう30年も経過しました。 

人口減少が全国的に叫ばれる中、北上市は現状維持と踏ん張っておりますが、合併当時の約束事も含めて見直

しが必要であると思います。 

長寿命化、耐震性を強化した現庁舎がいつまで利用可能かは不明ですが、事前に取得してある場所に固執する

必要はないと思う。 

自分の住んでいる地域以外の課題にも取り組んでいるが、どうしても住んでいる地域や住民との接触が多い事

から、地域課題に取り組むことが多い。 

議員は地域代表ではない、とも言われているが、実際には自分の地域の情報が一番多く入るので、実態として

は地域代表の様になってしまう。 

また、後継者の発掘・育成が難しい。過去に２回、声を掛けて立候補を促したが、実現しなかった。議員個人

で後継者を発掘したりする事も必要だが、議会全体としても成り手育成策は必要だと思う。 

 


